広島市職員の　お仕事知ろう会　NO4まで　報告
　　　　　　　　　　　　　　　2018年5月30日
広島市職員労働組合では、自分たち御互いの仕事を知ろうと、夕方6時30～、しごと交流を行ってきました。今回で4回となります。
今回の会に参加した内容を概略報告をします。　　文責自治研事務局
ＮＯ４
＊塩見委員長のあいさつ
仕事のお疲れの中たくさん集まっていただき、ありがとうございます。今回で4回目となります。発端は、執行部の中でも、なかなかそれぞれの仕事の中身をよく解っていなかっということがあり、市職労全体でいろんな要求書を作って運動をする中で、それぞれの仕事を知らないということは、お互いの力を合わせて応援していくということから言えば、知ってお互いを応援する、ということをやっていこうと始めました。
今までやっても好評ですし、今回、学校業務の仕事と、消費生活センターの仕事を報告してもらい、その後グループに分かれて話し合いをします。ここでも、自己紹介をして、それぞれの仕事をさらに交流してもらえば、またより一層職場状況とか問題などの共通点がいろいろあるので、そういったものをいろいろ知識も得ながら、新たな要求運動の力になればと思っています。
今日はよろしくお願いいたします。

4グループでの自分の職場を語る・聞く活動の持つ意味
話し合いの結果から報告　：グループで討議内容の一部を紹介します。
・自慢に値する仕事を話された。学校業務の改善のためにグループを作り、職員独自の設計で持って改善の事業を行っている活動に感激しました。
　私達の知らないところで行われていることだったが、このような話をもっとアピールして“わしらの職場がこんなことをやっている”と言っていいのではないか。
　消費生活センターの仕事は胸を打ったというか、胸に響きました。人財というか、財産だと思って感動しました。なぜ　消費生活センター職員が育たないのか。給料が安いからで、センターの所長は5年かからないと人は育たないと言われているが、それなのに欠員が出たら募集を掛ける次第で、12人でふたりやめて二人募集かけても、その人たちが5年かからないと一人前に育たないとなれば、5年間使えない人がいることになる。いまの現状では、その次に3人辞めると、使えない人が5人になるとは、非常に危機感を感じました。職員がいなくなって消費生活センターが動かなくなって、困ってサービスが低下したら、困るのは市民なのだけれど、恥をかくのは広島市当局だと思い、憤りを感じています。どちらにしても、お金を出せば、相談も受けられる、弁護士さんを雇うこともできますが、一般の市民には困難です。
・私たちが言いたいことは、当局は財政灘と言いますが、財政難なら業者に頼めるわけがないのに、業者に頼む、業務員がやっている仕事を、民間に委託しようとする。現在仕事は私たちがやっているのに、そうであるなら、やっぱり人材育成に採用が必要であり、財政難を克服するために人を採用して、人を育てるのがいいのではないでしょうか。
　・民間給食の企業の食事がまずいという声が佐伯区で上がっています。学校給食を保護者が1週間か1カ月食べて、その後民間企業の給食の子どもが食べている給食を1週間1カ月食べて、比べてもろうたらいいのではないかと思います。民間企業のを食べている子どもの親が声を挙げてもらうことが必要ではないだろうか。
　いくら働いている人間が言っても、お前らは自分の身を守る為だろうと、言われかねないので、親御さんやPTAから意見を出していただければいいのですが。先生たちは、おいしい給食を食べられる学校へ転勤がありますが、子どもたちは出来ません。先生たちが、その学校へ行って民間企業の給食がまずいと思ったら、チャンと声を挙げてほしいと思います。其れは子どものためだと思います。私達の仕事は誰のための仕事なのか、当局は忘れているのではないか、私たちは税金から給料をもらって働いているのだから、市民のために働かなければいけないと思います。

ＮＯ３　　以下は、広島市職員労働組合機関誌しぶきからです。
お仕事知ろう会パート３！
職種を超えてつながって
[image: http://www.urban.ne.jp/home/hsishoku/news/2017/picture/1458-o1.jpg]
　市職労は１０月１２日、「広島市職員のお仕事知ろう会」を開催し、２５名が参加しました。この学習会は、いろいろな職種の仕事内容を知ることと、職種を超えて職員同士のつながりを深めることを目的として企画され、今回が第三弾となりました。前半はお仕事報告、後半はグループでの交流と、２部構成の学習会でした。

学校給食と　こども療育センターのお仕事

　今回は、学校給食とこども療育センターのお仕事報告をパワーポイントを見ながら聞きました。学校給食調理員は、献立や給食室の一日の流れを説明しました。こども療育センターの理学療法士は医療面のサポートについて、保育士は児童発達支援センターの支援の流れと親子通園の様子を報告しました。
　参加者からは「学校給食の現場を映像で見せてもらえて良かった。野菜裁断機がすごかった。」「こども療育センターで、子どもだけでなく、その家族まで大切に考えられていることに感動した。」などの声があがり、短い時間でしたが、それぞれの仕事に関心を持つことができました。

仕事の内容を紹介しあって

　グループ交流では、さらに幅広い職種の方と交流して、お互いの仕事内容を紹介しあったり、疑問に思った事を気軽にたずねたりして、盛り上がりました。技術の継承の話、専門性の話、職場の人間関係の話など、職種は違っても共感できる部分があり、和気あいあいと和やかな時間になりました。
　次回の開催が決まりましたらお知らせしますので、みなさん是非ご参加ください。

ＮＯ２
お仕事知ろう会パート２！
職種を超えてつながって

　市職労は５月２４日、「広島市職員のお仕事知ろう会」を開催し、１７名が参加しました。この学習会は、いろいろな職種の仕事内容を知ることと、職種を超えて職員同士のつながりを深めることを目的として企画され、今回が第二段となりました。前半はお仕事報告、後半はグループでの交流と、２部構成の学習会でした。
清掃指導員と生活課のお仕事
　今回は、環境局清掃指導員と区役所生活課のお仕事報告を聞きました。清掃指導員のお仕事は、クイズ形式でゴミの分別方法を説明しました。生活課職員は生活保護のケースワーカーとして、学んだことを報告しました。
　参加者からは「分別について、思い込みで出していたことを反省した」「生活保護のケースは、様々であることを知った」などの声があがり、短い時間でしたが、それぞれの仕事に関心を持つことができました。

仕事の内容を紹介しあって
　グループ交流では、さらに幅広い職種の方と交流して、お互いの仕事内容を紹介しあったり、疑問に思った事を気軽にたずねたりして、予定の時間をオーバーするほど盛り上がりました。
　労働安全に関する話、仕事へのやりがいの話、市民との関わりや、職場の人間関係の話など、職種は違っても共感できる部分が多く、和気あいあいと和やかな時間になりました。

　次回の開催が決まりましたらお知らせしますので、みなさん是非ご参加ください。
ＮＯ.１
広島市職員のお仕事知ろう会
職種を超えてつながろう
[image: http://www.urban.ne.jp/home/hsishoku/news/2017/picture/1426-o1.jpg]
初めて企画　お仕事知ろう会
　市職労は１月２５日、「広島市職員のお仕事知ろう会」を開催し、１７名が参加しました。この学習会は、いろいろな職種の仕事内容を知ることと、職種を超えて職員同士のつながりを深めることを目的として、今回初めて企画をしました。前半はお仕事報告、後半はグループでの交流と、２部構成の学習会です。

[bookmark: OLE_LINK1]保育園調理と市民課のお仕事
　今回は、保育園調理員と区役所市民課のお仕事報告を聞きました。保育園調理員は、１日の仕事の流れを紙芝居で紹介し、保育園で行っている食育活動について報告しました。市民課職員は、市民課で発行するいろいろな証明書とそれにかかわる制度について説明をしました。
　参加者からは「給食の食材の多さに驚いた！」「保育園で育てた野菜を調理することもあるの？」「マイナンバー制度は便利なのか。個人情報は保護される？」などの声があり、短い時間でしたが、それぞれの仕事に関心を持つことができました。

仕事の内容を紹介しあって
[image: http://www.urban.ne.jp/home/hsishoku/news/2017/picture/1426-o2.jpg]
　グループ交流ではさらに幅広い職種の方と交流することができ、お互いの仕事内容を紹介しあったり、疑問に思った事を気軽にたずねたりして盛り上がりました。施設・設備の違いや業務に必要な被服に関する話、市民とのかかわりや職場内の人間関係の話、市民生活にかかわる制度や広島市政の話など、職種は違っても共感できる部分が多くあり、楽しいひとときとなりました。

　次回の開催が決まりましたらお知らせしますので、みなさんぜひご参加ください。
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